
R6採択事業名 ： 吉見町里山保全支援事業 
採択年月日：令和６年１２月２６日 

１ 事業実施者 

法人名 ＮＰＯ法人ナチュラルリングトラスト 

住 所  東京都世田谷区千歳台 6-8-9 

代表者  代表 宮林 茂幸 

２ 事業の名称 吉見町里山保全支援事業 

３ 地域再生計画の該当事業 
 エ「吉見で暮らしたい」を実現する事業 

  カ「吉見の未来を引き継ぎたい」を実現する事業 

４ 実施期間  令和 ７年 ４月 １日 から 令和 １０年 ３月 ３１日 まで 

５ 事業の概算事業費 

（１）概算事業費 3,000,000円    

（２）概算事業費のうち必要最 

  低補助額 

※規模の縮小、自己財源等により事業の実施が

可能となる最低限必要である補助金の目安額。 

500,000円    

６ 事業の内容 

吉見町の魅力である里山（原風景）を今後維持するため、第六次吉見

町総合振興計画に基づく、みんなで安心して暮らせるまち実現のた

めの計画（地域再生計画）における、エ「吉見で暮らしたい」、カ「吉

見の未来を引き継ぎたい」へ繋げていく。 

事業内容（里山保全活動）としては、樹木伐採による森の若返り作業・

草刈り・薪づくり・シイタケ栽培、落ち葉かき（腐葉土づくり）・自

然観察・設備修繕などを季節ごとに必要な作業を実施し、里山保全活

動に関する活動及び事業におけるＰＲ活動を実施する。 

７ 事業の実施による公益的

な効果 

循環型管理による里山の本来のあるべき姿、生物多様性等の保全、ナ

ラ枯れ防止を図る。 

また、環境整備だけではなく、町の魅力向上や住みやすい町づくり、

自然環境を未来に継承する一助となる。 

８ 対象者、人数、規模等 
対象者：会員、環境系ボランティア団体、企業、町民等 

人 数：１０名程度（各月） 

９ 想定スケジュールと内容 

期 間：令和 7年 4月～令和 10年 3月 

内 容：①吉見町における里山保全活動（月 1回実施） 

    ②各種イベント等への参加 

１０ 必要最低補助額で事業

を実施する場合の概要 

必要最低補助額は、500,000円とする。 

その場合においても、月 1 回の活動は実施する。各種イベント等へ

の参加については、要相談とする。（事業回数及び事業規模） 

１１ 備考  

※採択事業に対する企業版ふるさと納税の寄附の検討に当たり、事業内容等についての確認事項があ

る場合は、吉見町総合政策課政策推進係（TEL 0493-54-5026）までお問合せください。 



吉見町里山保全支援事業
NPO法人 ナチュラルリングトラスト

吉見町地域活性化事業補助金提案事業へのご提案
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団体概要

団体名称 NPO法人 ナチュラルリングトラスト

代 表 宮林茂幸（東京農業大学名誉教授）

設 立 2009年12月

所在地 〒157-0071 東京都世田谷区千歳台6-8-9

電 話 03-6909-0240

副代表 小出仁志（森林インストラクター）

理 事 木内正敏（株式会社自然教育研究センター会長）

理 事 富村周平（株式会社富村環境事務所代表取締役）

理 事 冨田 広（東京都多摩教育事務所学校教育専門委員）

理 事 森 雅浩（Be-Nature School代表）

【代表】 宮林茂幸 プロフィール

1975年、東京農業大学林学科実験助手となり、1992年農学博士の学位取得。

2000年、同大学教授就任。その後、森林総合学科長、食と農の博物館長、地域環

境学部長等を歴任。

森林レクリエーションによる村おこしや森林（やま）づくりの研究をはじめ、日本の森林

問題や農山村の活性化について研究。

世田谷区と群馬県川場村が縁組協定を結ぶ、友好の森事業や山梨県小菅村におけ

る、多摩川源流の山村活性化事業など、実学主義で数多くの農山村の地域活性化プ

ロジェクトを推進。
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～ 私 た ち に で き る こ と 。 私 た ち だ か ら で き る こ と 。 ～

主な事業概要

伝える 育てる 調べる

守る 繋げる 広げる
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伝える
自然を守る大切さを伝えます

人と自然が織りなす里地里山の自然の魅力や、地域文化の面白
さについて、体験を通して伝えています。

幼児の自然体験から、児童の環境学習をはじめ、多くの方に、身近
な自然を見つめ直す機会を提供し、人と自然の関わりや人と人の関わ
りの楽しさを伝え、自然環境や、歴史的環境を次世代に引き継ぐ大
切さを伝えます。

育てる
環境を保全する活動を行う環境人（カンキョウビト）を育てます

地域の自然環境や歴史的環境を、地域の宝物として、地域に関わ
るあらゆる機関が参加・連携・協働しあい、次代に引き継いでいくため、
自然の見方や調べ方、地域にあった自然の守り方、ボランティアグルー
プの組織づくりや、グループのリーダーやボランティアコーディネーターを育
て、次代に引き継ぐしくみと地域の担い手を育成します。
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調べる
残したい生き物や歴史を調べます

地域の特性に合った自然環境の守り方を調べ、ご提案します。

自然環境、歴史的建造物の現況調査、それらの環境を細かく調べ、
それらの環境を活かしたまちづくりの提案や運営を行います。

守る
トラスト運動を参考に、みんなで環境を守ります

「１人の人の1万ポンドより、1万人の1ポンド」が合言葉のナショナ
ル・トラスト運動や、「地域に誇りと愛を」という精神で、自分たちが生
活する街の環境をボランティア活動によって改善していくシビック・トラス
トを参考に、自然環境や歴史的環境を地域の宝物として多くの機関
が協力しあい、未来に夢を託します。
なお、山村や里山地域の自然環境の保全と、地域の活性化を図っ
ています。（トラスト保全地 山崎の森（埼玉県吉見町））

※埼玉県比企郡吉見町の農家が所有する５haの雑木林を、多く
の方の支援と協力により、保全しています。
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繋げる
様々な交流による、地域づくり進めます

人と自然、人と人、異業種企業交流、都市と農山村との交流など、様々
な機関の交流を促進し、それぞれのつながりによる新たな環境保全のしくみ
や地域づくりを推進します。

・薪まきネットプロジェクト（山の暮らし再生と都市と山間地域の交流による
活性化を目指す）

・都市住民に薪ストーブを普及することにより、農山村の自然環境の保全と
地域の活性化、自然エネルギー利用の促進を進めています。

広げる
活動を広め、仲間を増やします

私たちの活動を多くの人に広め、活動の「環」を大きく育てます。
自然環境を守る環を広げる、様々な活動に参加・協力・支援をお願
いしております。

ボランティア、イベントスタッフ、環境保全活動、事務作業など、いつでも
だれでも募っています。
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①吉見町の
里山保全活動

季節ごとに必要な作業を実施し、循環型管
理による里山の本来のあるべき姿、生物多
様性等の保全、ナラ枯れ防止を図る。

また、環境整備だけではなく、町の魅力向上
や住みやすい町づくり、自然環境を未来に
継承する一助となる。

・樹木伐採による森の若返り、草刈り

・薪づくり、シイタケ栽培

・落ち葉かき（腐葉土づくり）

・自然観察、設備修繕等

吉見町の魅力である里山（原風景）を今後維持するため

今回の取組について
（提案事業）
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②各種イベントへの参加

里山保全活動に関する活動及び事業にお
けるＰＲ活動を実施する。

・環境フェア（5/3）など

今回の取組について
（提案事業）
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参加対象

会員
環境系ボランティア

や企業等
町民

月1回の活動（各回5～10名程度）を実施する！
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都市で暮らす私たちは、多くのストレスに囲まれて日々の生活を営んでいます。

気づくと心身ともに疲れ果て、心の病を発症する人も増加し続け、企業ではメンタ
ルヘルスケアの取り組みも進んでいます。

そして、農山村で暮らす方たちは、経済価値の低下により、里山の管理が行き届か
ず、山は荒れ、自然環境の質が悪化し続けています。

さらに、高齢化や過疎化、不在山主の影響で、地域で支えあっていた暮らしの崩
壊が危ぶまれています。山の手入れが滞り、山が荒れれば保水性も低下し、ひとたび
大雨が降れば河川は洪水を起こし、下流域への都市災害をもたらします。

農山村の暮らしが崩壊すれば、安定した食の供給や自然の恩恵を受けることさえで
きなくなります。

地域の環境や暮らしを守ることは、安全・安心を求める都市で暮らす私たちの日々
の暮らしを支えることなのです。

そして、都市住民にとっては、農山村の環境やそこで暮らす人との触れ合いは、何よ
りもの心の癒しとなります。多くの者が協力・連携・協働することにより、豊かな日本の
自然環境や歴史的環境、そしてそれぞれの地域で培われてきた暮らしの知恵や文化
を、22世紀に伝えたい。

私たちは、そんな願いを込めて活動を進めています。

おわりに
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